
　河内長野市では、男女共同参画社会を実現するため、

「河内長野市男女共同参画推進条例」を制定しました。

今後は、市・市民・事業者のみなさんによる相互の連携・協力の

下に、人々の多様な個性と活力にあふれたまちを目指します。
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河内長野市のシンボルキャラクター「モックル」



男女共同参画社会に関する市民意識調査結果（平成１５年度）男女共同参画社会に関する市民意識調査結果（平成１５年度）

■ 社会における男女の地位の平等感について

■ 家庭生活の実態

　 （「よくする」 と答えた人の割合）

■ 女性に聞いたセクシュアル・ハラスメントや DV の経験

（社会全体で見たとき）

男性の方が非常に優遇

（社会全体で見たとき）

男性の方が非常に優遇

どちらかと言えば男性が優遇
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＜女性＞ ＜男性＞

　　市では、 平成 4 年に 「かわちながの女性プラン」 を策定し、 男女共同参画社会の実現に向けた施策

を進めてきました。

　　しかし、 社会には、 性別による固定的な役割分担や、 それに基づく制度、 慣行などが今なお残っており、

女性に対する暴力への対策など、 男女平等の実現に向けてなお一層の努力が必要となっています。

　　また、少子高齢化の進展や、社会経済情勢の急速な変化に対応するためにも、男女の人権が尊重され、

社会のあらゆる活動に参画できる機会の平等が確保されるなど、 男女共同参画社会の実現は、 緊急か

つ重要な市民共通の課題となっています。

みんなで作ろう男女が共に

男女共同参画社会の実現は市民共通の課題



河内長野市男女共同参画推進条例の

中で使われている用語の定義

河内長野市男女共同参画推進条例の

中で使われている用語の定義

(1) 男女共同参画
男女が、 社会の対等な構成員

として、 自らの意思によって職

場、 学校、 地域、 家庭その他

の社会のあらゆる分野 （以下

「社会のあらゆる分野」という。）

の活動に参画する機会が確保

され、 男女が均等に政治的、

経済的、 社会的及び文化的利

益を享受することができ、 かつ、

共に責任を担うことをいう。

(2) 積極的改善措置
社会のあらゆる分野の活動に参画する機会

における男女間の格差を改善するため、 必

要な範囲内において、 男女のいずれか一方

に対しその機会を積極的に提供することをい

う。

(3) セクシュアル・ハラスメント
職場、 学校、 地域などの社会的関係にお

いて、 相手の意に反した性的な言動をする

ことにより相手の就業環境や学習環境等を

害し、 又は性的な言動を受けた者の対応に

よりその者に不利益を与えることをいう。

より積極的な取り組みのために

   平成11年に、 男女共同参画社会基本法が制定されました。 基本法には、 国や地方公共団体の責

務が規定され、 また、 国民に対しても、 法の基本理念にのっとり、 男女共同参画社会の形成に寄与

するように努めなければならないとしています。

  このような流れを受けて、市では、平成15年に、市民や学識経験者からなる女性問題市民懇談会に、

「男女共同参画社会の形成をめざす条例の基本的な考え方」 について提言の取りまとめを依頼しま

した。

   その後、 同懇談会からの提言や、 市民のみなさんからの意見などを参考に議論を重ね、 平成17

年 9 月、 「河内長野市男女共同参画推進条例」 を制定、 平成18 年1月1日に施行されました。

   この条例は、 男女共同参画の推進についての基本理念や、 市・市民・事業者の責務を明らかにし、

男女共同参画の推進に関する取り組みを総合的かつ計画的に実施し、 男女共同参画社会の実現に

寄与することを目的としています。

   市では、 この条例や男女共同参画計画に基づき、 市民や事業者のみなさん、 関係機関と連携 ・

協力しながら、 様々な施策に取り組んでいきます。

輝く河内長野市をめざして



　男女の個人としての尊厳が重んじられること、男

女が性別による差別的取扱いを受けないこと、男女

が個人として能力を発揮する機会が確保されるこ

と、女性に対する暴力が根絶されることその他の男

女の人権が尊重されること。

　社会における制度又は慣行が、性別による固定的

な役割分担等を反映して、男女の社会における活動

の自由な選択に対して、できる限り影響を及ぼすこ

とのないよう配慮されること。

　男女が社会の対等な構成員として、市における政

策並びに民間の団体における方針の立案及び決定

に、共同して参画する機会が確保されること。

　家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援

の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活に

おいて、家族の一員としての役割を円滑に果たし、

かつ、職場、学校、地域その他の活動との両立がで

きるようになされること。

　国際社会の取組を考慮して行われること。

　前各号の基本理念の理解を深めるよう、社会のあ

らゆる分野において、生涯にわたる教育、学習の機

会が確保されるよう配慮されること。

　男女が互いの身体的特徴及び心身の変化について

理解を深め、妊娠、出産その他の性と生殖に関する事

柄について個人の尊厳が重んじられ、生涯にわたり

健康な生活を営むことができるよう配慮されること。

　条例の第３条では、河内長野市における男女

共同参画の推進に関し、「７つの基本理念」を定

めています。

　これにより、市民（本市の区域内に通勤又は

通学する者を含む）、事業者のみなさん及び市が、

共通の基本理念に基づいて、主体的にまた一体

となって男女共同参画社会の実現に向け取り組

んでいく体制が整えられました。

人々の多様な個性と活力にあふれた河内長野市を目指す

基本理念



(1) 男女の個人としての尊厳が重んじられること、男女が性

別による差別的取扱いを受けないこと、男女が個人として

能力を発揮する機会が確保されること、女性に対する暴力

が根絶されることその他の男女の人権が尊重されること。 

(2) 社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役割

分担等を反映して、男女の社会における活動の自由な選択

に対して、できる限り影響を及ぼすことのないよう配慮さ

れること。 

(3) 男女が社会の対等な構成員として、市における政策並び

に民間の団体における方針の立案及び決定に、共同して参

画する機会が確保されること。 

(4) 家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、

子の養育、家族の介護その他の家庭生活において、家族の

一員としての役割を円滑に果たし、かつ、職場、学校、地

域その他の活動との両立ができるようになされること。 

(5) 男女が互いの身体的特徴及び心身の変化について理解を

深め、妊娠、出産その他の性と生殖に関する事柄について

個人の尊厳が重んじられ、生涯にわたり健康な生活を営む

ことができるよう配慮されること。 

(6) 国際社会の取組を考慮して行われること。 

(7) 前各号の基本理念の理解を深めるよう、社会のあらゆる

分野において、生涯にわたる教育、学習の機会が確保され

るよう配慮されること。  

（市の責務） 

第４条　市は、男女共同参画の推進を主要な政策として位置付

け、前条に定める基本理念に基づき、男女共同参画の推進に

関する施策（積極的改善措置を含む。以下「男女共同参画施策」

という。）を総合的に策定し、実施する責務を有する。 

２　市は、男女共同参画を推進するため、あらゆる施策の策定

と実施において、男女共同参画社会の実現に配慮しなければ

ならない。 

３　市は、男女共同参画の推進に当たり、国及び他の地方公共

団体と連携を図るとともに、市民及び事業者と協働するもの

とする。 

４　市は、自ら率先して男女共同参画を推進しなければならない。

（市民の責務） 

第５条　市民は、基本理念に基づき、社会のあらゆる分野にお

いて積極的に男女共同参画の推進に努めるとともに、市が実

施する男女共同参画施策に協力するよう努めるものとする。 

（事業者の責務） 

第６条　事業者は、基本理念に基づき、事業活動を行うに当た

り、積極的に男女共同参画の推進に努めるとともに、男女が

職業生活における活動と家庭生活における活動その他の活動

とを両立することができる環境の整備に努めるものとする。 

２　事業者は、市が実施する男女共同参画施策に協力するよう

努めるものとする。

（性別による人権侵害の禁止）

第７条　何人も、社会のあらゆる分野において、性別による人

権侵害や差別的取扱いを行ってはならない。 

２　何人も、セクシュアル・ハラスメントを行ってはならない。 

３　何人も、配偶者等に対する暴力（暴行その他の心身に有害

な影響を及ぼす言動をいう。）を行ってはならない。 

（公衆に表示する情報に関する留意） 

第８条　何人も、公衆に表示する情報において、性別による固

定的な役割分担若しくは男女間における暴力的行為を助長す

る表現又は連想させる表現など、男女共同参画の推進を阻害

するおそれがある表現を行わないよう努めるものとする。

（男女共同参画計画） 

第９条　市長は、男女共同参画施策の総合的かつ計画的な推進

を図るため、男女共同参画の推進に関する基本的な計画（以

下「男女共同参画計画」という。）を定めるものとする。 

２　市長は、男女共同参画計画を策定するにあたっては、あら

かじめ第１８条に規定する河内長野市男女共同参画審議会の意

見を聴くとともに、市民及び事業者の意見を反映することが

できるよう、必要な措置を講じるものとする。 

３　市長は、男女共同参画計画を策定したときは、遅滞なく、

これを公表しなければならない。 

４　前２項の規定は、男女共同参画計画の変更について準用する。 

５　市長は、毎年度、男女共同参画計画の実施状況等を公表す

るものとする。 

（広報啓発活動） 

第１０条　市は、男女共同参画について市民及び事業者の理解を

深めるよう、広報啓発活動の充実を図らなければならない。 

（教育及び学習の振興） 

第１１条　市は、学校教育その他の教育及び学習の場において、

男女共同参画について理解を深めるよう、その振興に必要な

施策を行わなければならない。 

（調査研究） 

第１２条　市は、男女共同参画の推進に影響を及ぼす要因につい

ての調査研究その他の男女共同参画施策の策定に必要な調査

研究を行うものとする。 

（市民等の活動に対する支援） 

第１３条　市は、市民及び事業者が男女共同参画の推進に関して

行う活動を支援するため、情報の提供その他の必要な措置を

講じるものとする。 

（積極的改善措置） 

第１４条　市は、社会のあらゆる分野の活動において男女間に参

画する機会の格差が生じている場合、市民及び事業者と協力

し、積極的改善措置が講じられるよう努めるものとする。 

（苦情等及び相談への対応） 

第１５条　市民及び事業者は、市が実施する男女共同参画施策及

び男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策につい

ての苦情その他の意見（以下「苦情等」という。）がある場合、

市長にその旨を申し出ることができるものとする。

２　市長は、苦情等の申し出に対し、男女共同参画社会の実現

に資するように適切に対応し、処理するものとする。この場

合において、市長は、苦情等の処理を行うに当たり必要があ

ると認めるときは、第１８条に規定する河内長野市男女共同参

画審議会の意見を聴くことができるものとする。 

３　市民は、男女共同参画の推進を阻害する要因によって男女

の人権が侵害された場合、市長に対し相談の申し出をするこ

とができるものとする。この場合において、市長は、相談の

申し出に対し関係機関と連携し、適切な対応に努めるものと

する。 

（推進体制の整備） 

第１６条　市は、市民及び事業者の協力の下に、男女共同参画施

策を総合的に推進するため、必要な体制整備に努めるものと

する。 

（拠点機能） 

第１７条　市は、男女共同参画の推進に当たって、男女共同参画

センターを拠点として各種事業を行い、市民活動との連携を

図るものとする。

（男女共同参画審議会） 

第１８条　男女共同参画の推進を図るため、河内長野市男女共同

参画審議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

２　審議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 男女共同参画計画の策定に関し、第９条第２項（同条第

４項において準用する場合を含む。）の規定による市長の求

めに応じて意見を述べること。 

(2) 苦情等の申し出について、第１５条第２項の規定による市

長の求めに応じて意見を述べること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長の求めに応じて男女共

同参画の推進に関する重要事項を調査審議し、意見を述べ

ること。 

３　審議会は、委員１５人以内で組織する。この場合において、

男女いずれか一方の委員の数は、委員総数の１０分の４未満で

あってはならない。 

４　委員は、学識経験者、公募に応じた者その他の市長が適当

と認める者のうちから、市長が委嘱する。 

（委任） 

第１９条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附 則 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１８年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行の際、現に策定されている河内長野市第２

期女性問題行動計画「かわちながの女性プラン」は、第９条

第１項の規定により策定され、公表されたものとみなす。

河内長野市男女共同参画推進条例

平成１７年９月２９日 

河内長野市条例第２３号

（前文） 

河内長野市では、人権尊重に基づく男女の自立と男女共同参

画社会の形成に向けて様々な取組を進めてきた。 

しかしながら、男女の自由な活動の選択に影響を及ぼす性別

による固定的な役割分担等やそれに基づく社会の制度又は慣行

は今なお残り、また、近年においては女性に対する暴力も顕在

化しており、課題の解決に向けた一層の取組が求められている。 

一方、少子高齢化の進展、国内経済活動の成熟化等社会経済

情勢が大きく変化する中にあって、一人ひとりの個性と能力が

十分発揮できる豊かで活力ある河内長野市を築くには、男女の

人権が尊重され、社会のあらゆる活動に参画できる機会の平等

が確保されるなど男女共同参画社会の実現が緊急かつ重要な課

題であり、その取組は市、市民及び事業者が一体となって推進

する必要がある。 

ここに本市は男女共同参画の推進を主要な政策と位置付け、

その推進に関し、基本理念並びに市、市民及び事業者の責務を

明らかにし、相互の連携協力の下に男女共同参画社会を実現す

ることを目的としてこの条例を制定し、もって人々の多様な個

性と活力にあふれた河内長野市を目指すものである。  

（目的） 

第１条　この条例は、本市における男女共同参画の推進に関し、

基本理念を定め、市、市民（本市の区域内に通勤又は通学す

る者を含む。以下同じ。）及び事業者の責務を明らかにすると

ともに、男女共同参画の推進に関する施策の基本的な事項を

定めることにより、それぞれの連携及び協力の下に当該施策

を総合的かつ計画的に実施し、もって男女共同参画社会の実

現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、

当該各号に定めるところによる。 

(1) 男女共同参画　男女が、社会の対等な構成員として、自ら

の意思によって職場、学校、地域、家庭その他の社会のあ

らゆる分野（以下「社会のあらゆる分野」という。）の活動

に参画する機会が確保され、男女が均等に政治的、経済的、

社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に

責任を担うことをいう。 

(2) 積極的改善措置　社会のあらゆる分野の活動に参画する機

会における男女間の格差を改善するため、必要な範囲内に

おいて、男女のいずれか一方に対しその機会を積極的に提

供することをいう。 

(3) セクシュアル・ハラスメント　職場、学校、地域などの社

会的関係において、相手の意に反した性的な言動をするこ

とにより相手の就業環境や学習環境等を害し、又は性的な

言動を受けた者の対応によりその者に不利益を与えること

をいう。

（基本理念） 

第３条　男女共同参画は、次の各号に掲げる事項を基本理念と

して推進されなければならない。



みんなの協力で取り組みましょう！

平成18年３月　　河内長野市　市民文化部　生涯学習推進室

〒586-0025　河内長野市昭栄町7-1キックス内　男女共同参画センター

TEL 0721-54-0003　FAX 0721-54-0004　WEB http://www.city.kawachinagano.osaka.jp/

　男女共同参画社会は、
市、市民、事業者のみなさ
んが、相互に連携・協力
することで実現します。
　性別による人権侵害
等はやめましょう。
　また、基本理念につい
て理解を深め、それぞれ
の責務を果たしましょう。

条例第５条

条例第６条 条例第４条

★基本理念に基づき、社会のあ

らゆる分野において積極的に

男女共同参画の推進に努めま

しょう。

★市が実施する男女共同参画施

策に協力するよう努めましょ

う。

★男女共同参画計画の策定、広報啓発活動、教育及び学習の振興、調査研究、市民等の活動に対する

支援、積極的改善措置

★男女共同参画施策への苦情等及び性別による人権侵害に関する相談への対応

★拠点機能としての活動や男女共同参画審議会の設置などの推進体制の整備

★基本理念に基づき、事業活動

を行うに当たり、積極的に男

女共同参画の推進に努めま

しょう。

★男女が職業生活における活動

と家庭生活における活動その

他の活動とを両立することが

できる環境の整備に努めま

しょう。

★市が実施する男女共同参画施

策に協力するよう努めましょ

う。

★男女共同参画施策を総合的に

策定し、実施します。

★市のあらゆる施策の策定と実

施において、男女共同参画社

会の実現に配慮します。

★国及び他の地方公共団体と連

携を図り、市民及び事業者の

皆さんと協働します。

★自ら率先して男女共同参画を

推進します。


